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応性)にすぐれているといえる。この上に創造的思考が出
現する。生産的思考が、比較的困難な問題解決に際して発
動される思考形式であるのに対して、問題そのものを発見
し、創り出していく機能を重視するのが創造的思考であ
る。これは、高次の機能的革新、もしくは飛躍的な構造変
化や新しい価値基準を含むような思考活動を意味してい
る。要するに、今までにない新しい価値を提供する発想で

あり、それを社会化して現状レベル以上の成果を生み出す
精神的活動である。 
ギルフォードが知能構造モデルの中で、とくに拡散的所産
に注目したのは、創造的思考と拡散的思考の関連性を重視
したからである。創造的思考には、拡散的でしかも直観的
な「鋭い推理と洞察、創意豊かな仮説(問題)の設定、暫定
的な結論に向かっての勇気ある飛躍」が必要である。一歩
一歩着実に、しかも論理的に考えをまとめていく集中的思
考(分析的・デジタル的思考)に対し、拡散的思考は仮説演
繹法をバネとして、着実な過程を意識することなく、直観
的に、論理を媒介とせず、解決に到達する思考パターンで
ある。その方法は、デジタルな分析ではなく、アナログ的
な直観力によるところが大きい。集中的思考が、再生的思
考、集中的所産により近い分析的思考であるのに対し、拡
散的思考は、生産的思考、拡散的所産、創造性発揮に関係
の深い思考形態であることは、論をまたない。ギルフォー
ドは以上の観点から、創造性の因子を次のように仮定し
た。 

創造性を発揮し得る性格特性 

以上の拡散的思考を独自に発揮し、成果に結び付けるに
は、どうしても性格的な要素が必要になってくる。能力と
性格の関係は、創造性の発揮においても、相互補完的であ
り、かつシナジー効果的に機能してくる。ということは、
創造性には、性格も能力として作用する面が強いと言わな
ければならない。 
以上の点から、創造性にとって大切な性格特性は、感受
性、持続性、独自性、自主性、熱中性などの強さである。
協調性、従順性を重視する求心的な組織にはなじまない。"

3.頭脳適性の考え方 

　アタマにも右きき・左ききがある　 
知能を司どる大脳は、右脳と左脳に役割分担があって、手
の利き手と同じように、どちらを使うかによって機能に差
が出ることがわかっている。 
左右どちらを多く使うか、またどちらが得意か、という違
いで、人それぞれの思考や認識、発想法に特徴が出てく
る。 
その機能差を左右対照的にまとめてみると、図のような対
応になる。 

左脳は、言語中枢があるため、論理的な機能をもってい
る。分析的・デジタル的な､集中的思考が得意であり、学
習による知識の集積にすぐれている。 
これに対し右脳は、図形やパターンの認識が主な機能であ
り、直観力やアナログ的判断が得意である。絵を描いた
り、地図を見て、勘を頼りにする能力にすぐれ、メロ
ディーの正しい認識などを行なうため、音楽脳とも呼ばれ
る。 
また複雑な現象を観察して、それを抽象し統合することに
よって、本質を見抜く能力にすぐれている。言葉や論理に
頼ることなく、パッとひらめきで、感覚的に理解するの
は、右脳の独擅場であるといってよい。"

能力的に作用する性格特性 
①内発的動機�nけの強さ 
仕事における高い自発性。む�cかしい仕事や長く時問のかかる
問題に、主体的に取り組ん�pいく意欲�U強い。仕事に対する持
続性と熱中性。 

② 新しさへの憧憬 
強い好奇心を持ち、新しい視野からものを見る、観点の変革。 

③本質の把握 
物事の枝葉末節�pなく根本を掴む事を重視する。また大局的観
点に立って、ロン�¬スケール�pものを見る姿勢。 

④ 創造的ロマンティシ�¶ム 
現状にあきたらない精神。権威にこ�i わらない現実否定の革新
性と独自性の発揮。 

⑤鋭い感受性 
現代の流れに対する鋭い感受性。すなわち時代感覚を身に付け
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創造性は右脳と関連 
このように着実な分析的過程を意識することなく、直観
的に、論理を飛びこえて、ものごとの本質を洞察する右
脳は、先見性、創造性と大きな関わりをもっている。 
情報を感覚的・情緒的イメージでアナログ的に把握し、
いまはやりの“感性”として表現する能力にすぐれてい
るからである。すぐれた芸術家の創造性も、この右脳の
感性に起因しているといえる。 
しかし、直観力による拡散的思考のため、森はすぐ認識
しえても、個々の木を分析する詰めが甘い。空間的把握
にすぐれていても、算術的計算をするまでの煩雑なプロ
セスを、飛ばしがちになるからである。だから、本質を
衝く問題設定を素早くまとめたあとは、脳梁の回路を通
じて、左脳の論理的分析機能で修整しつつ、アナログ情
報をフィードバックしなければ、問題解決には到らない 
ここに創造性豊かな右脳に対する左脳の補完作用と、脳
梁を通じての左右相互作用が、重視されるゆえんであ
る。創造性の発揮も、右脳だけでは発想段階にとどまる
ことが多く、その成果を増大させるには、どうしても左
脳の言語による構成力、表現力の助けが必要となるから
である。 

4.設問解説と診断評価 

　Ａ式は左脳、Ｂ式は右脳に対応　 
テストの問題形式は、大別してＡ式・Ｂ式の２種類あ
り、ともに５種類25問ずつ、計10種類50問で構成して
いる。 
Ａ式は言語的能力を測定する設問で、集中的思考の左脳
に、Ｂ式は非言語的（図形的）能力を評価する設問で、
拡散的思考の右脳に照準を合わせて設計した。 
解答の制限時間は、ともに30分であるが、各種類ごとに
標準的な所要時間を配分したので、これを参考にテスト
を実施していただいてもよい。この所要時間は、予備テ
ストの結果から、得点分布が「正規分布」になるよう標
準化の過程で計測されたものである。 
テストの狙いは、知的能力の客観的なレベルを診断する
とともに、「頭脳適性」の方向と適性の大小を測定する
ものであるから、各種類ごとに制限時間を設定せず、
Ａ・Ｂ式とも通算で40分とした。 
配点は1問２点ではなく、難易度によって重みづけをし
ている。 

　５種類の問題で頭脳適性を分析 
①言語能力 
情報分析と記録（表現）に必須の読み書き能力をみ
る問題である。 
内容は、漢字（識字レベル）、ことわざ、四字熟語
（慣用語句の理解力）、短文（含意弁別力）で構成
されている。 
高得点者（１４点以上）は、漢字正誤の判断が素早
く正確で、慣用語句の理解力、短文の含意把握と比
較弁別が的確である。 

低得点者(８点以下）は、識字が不正確で慣用語句の
含意理解が遅れがちである。 

②論理的判断 
直観によるアナログ的判断ではなく、着実なデジタ
ル的思考による論理的判断の精粗とスピードを評価
する問題である。 
高得点者(１５点以上）は、読解力が正確で、問題の
ポイント把握と整理が速く、着実な思考力で論理的
に正しい答えを出す。 
低得点者(９点以下）は、問題のポイント把握が甘
く、相関関係の比較検討とまとめが遅く、不正確で
ある。 

③推理的判断 
問題の本質を的確に見抜き、数理的原理から演繹的
に正しい結論を導き出す推理的判断力のレベルをみ
る問題である。 
高得点者(１５点以上）は、問題解決のための数理的
公式の設定が速く、しかも正確である。直観的判断
によるポイント把握がスムーズで、頭の回転が速
く、相関認識の精度も高い。 
低得点者(８点以下）は、問題を解くカギとなる一般
的数式の設定が遅く、推理的解決への時間的余裕が
少ないので、正確率が低い。 

④計数的能力 
デジタルな計算能力の速さと正確さ、数式の分析整
理と応用の適否を診断する算数的設問である。算数
式は小学校５年生程度の常用公式である。 
高得点者(１５点以上）は、数式の分析整理と理解が
スムーズで、計算も速く正確である。文章題の計算
式への置換も的確で、計算的能力は緻密で信頼でき
る水準にある。 
低得点者(８点以下）は、基本的な数式の理解ができ
ていないので、計算に手間取り、正確さにも欠け
る。 

⑤図形的認識 
直観による図形的イメージ感覚の鋭さと、数理的原
理の理解とその応用力をみる複合的な問題となって
いる。 
高得点者(１４点以上）は、平面・立体とも図形的認
識が的確で、空間認知の精度が高い。幾何学的原理
の発見が速く、数式への転換処理も正確で、解析的
洞察力に優れている。 
低得点者(７点以下） は、図形の一般的ルールの発見
が遅く、数式設定のポイントがよく把握できていな
い。 

許可なく複写・転載・改変を禁止します 
株式会社戦略MG研究所
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